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01 当事者による訪問活動
一度は居住困難に陥った経験を持つ当事者自身
が、社会的孤立状態に陥っていると危惧される対
象者に個別訪問を実施。対象者の状況に応じて居
場所事業への参加、「やどかりライフ」への参加、
LINEのオープンチャットや安否確認グループへ
の参加を促しました。

最初は対象者約140名を順に周れる
だけ周っていましたが、ミーティン
グを重ね、エリアと担当に分けるよ
うにしたり、アンケートをデジタル
にしたりと工夫して効率よく、月に1
度、顔を合わせられる頻度を目標に
実施しました。

◆ アウトリーチ訪問件数

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

45件

29件

48件

32件

45件

48件

54件

53件

55件

47件

◆ アウトリーチアンケート

◆ 不在時に投函するチラシ
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表  面 裏  面

1

2

3

4

ツナガル活動促進チラシ
活動内容をラインナップで掲載したチラシを配布
し、参加を促しました。地域包括支援センターに協
力を依頼し、より多くの「身寄り」のない方々に、
知っていただけるようにしました。

安否確認LINEグループ
「ヒトコエ」
毎日何か“ヒトコエ”掛け合って
安否確認を行うためのLINEグ
ループ。4～5人で1グループを
作っており、現在5グループで運
用しています。

1

みんなの居場所
「CoCoDe -ココデ-」
毎週火曜日の16時から18時ま
で開催している居場所サロン。
お茶とお菓子を囲みながらゆる
い時間を共有しています。

2

つながるファイルを
書く会・語る会
支え合って、助け合い、見送り
あって、弔いあう。をテーマに互
助を基盤とした地域福祉が保証
機能を提供する事業です。

3

ふれあい会食
鹿児島市のふれあい会食事業を
利用して月に1度開催していま
す。家に閉じこもりがちな高齢
者が会食を通じて交流する場を
提供しています。

4
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02 地域グループ活動
地域ごとにアウトリーチ活動を進める上で、全体
的な活動に参加いただくといことが、困難な方が
多くいるとわかりました。そこで、主体的な互助活
動をそれぞれの地域グループを形成することで、
より継続的に活動の幅を広げていくことができる
と考え、各地域での集まりの機会を持ちました。

◆ 地域グループ活動実績

◆ 告知

6月11日

9月3日

10月20日

10月22日

11月13日

11月27日

12月10日

12月27日

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

カレーの会

納涼そうめん祭り

学生会館の集い

カレーの会

プリンスの会

お好み焼きの会

とその会

年越しそばの会

唐湊地区

唐湊地区

郡元地区

全体

谷山地区

全体

唐湊地区

全体

13名

11名

7名

16名

8名

15名

8名

12名

各地区での参加人数が見込めるようになってきたタイミン
グで全体の集いも織り交ぜて開催しました。

アウトリーチでの手配りチラシとLINEオープンチャットで
の情報配信にて告知を行いました。
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カレーの会

06 11

納涼 そうめん祭り

09 03

学生会館の集い

10 20

カレーの会

10 22

①

②

③

④

※8/27を予定していましたが
　台風のため延期しました。
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プリンスの会

11 13

お好み焼きの会

11 27

とその会

12 10

年越しそばの会

12 27

⑤

⑥

⑦

⑧
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03 やどかり公民館の運営
当事者主体による

コロナ禍の影響で孤立状態に陥っている方々がつ
ながりを取り戻し、社会の中で役割を回復するた
めの「やどかり公民館」。そこで行われるサロン活
動・つながるファイルを書く会・つながるあんしん
事業参加者のためのサロンや、集いなどを当事者
主体で運営しました。

◆ 居場所サロン参加者（のべ人数）

4回

5回

4回

4回

5回

4回

4回

5回

4回

4回

38人

58人

37人

32人

29人

28人

32人

46人

31人

29人

平均 9.5人

平均 11.6人

平均 9.3人

平均 8.0人

平均 5.8人

平均 7.0人

平均 8.0人

平均 9.2人

平均 7.8人

平均 7.3人

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

10月に引越しをしました。利用者内
における認知を広げられるよう、その
引越しに合わせて、名称を「CoCoDe-
ココデ」に変更しました。
入り口には看板を設置しました。

【サロン活動】
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【つながるファイルを書く会・語る会】 【つながるあんしん事業参加者の集い】

◆ 参加者（のべ人数）

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

8人 9人 4人 8人 6人 4人 7人 4人 6人 4人

人生の最期にどうありたいか。
自分にとって何が大切なものかを
自覚することができるゲーム。

入院や死亡といった身寄りがないために困難
に陥りがちな事態に備える「つながるファイ
ル」の作成する場と終末期医療について語り合
う場を設けました。

入院や死亡時の対応を参加者どう
しで行う事業である「つながるあん
しん事業」参加者の集いを開催。合
祀墓の見学などを行いました。


